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ん

佐賀市議会HP

令和５年６月定例会

筑後川昇開橋
日没から22時まで、毎日ライトアップされています。
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16
佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に
関する調査特別委員会

補正予算・条例等
14議案を可決・承認

■25名の議員が一般質問
7 「市政 ここが聞きたい」

18 議会報告会

5 常任委員会審査報告
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佐
賀
市
廃
棄
物
の
減
量
推
進
及
び
適

正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

・
脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

処
理
し
て
い
る
諸
富
町
と
三
瀬
地
区

の
区
域
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物
に
つ

い
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
佐
賀

市
清
掃
工
場
で

処
理
す
る
こ
と

に
伴
い
、
当
該

区
域
の
一
般
廃

棄
物
処
理
手
数

料
を
改
定
す
る

も
の

佐
賀
市
市
税
条
例
の
改
正

・
地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

電
気
自
動
車
な
ど
一
定
の
環
境
性
能

を
有
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
、
そ

の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
軽
自
動
車
税

の
種
別
割
に
係
る
軽
減
特
例
措
置
の

延
長
等
を
行
う
も
の

〔

〕

補正予算・条例等14議案を可決・承認補正予算・条例等14議案を可決・承認

 

政
策
推
進
部 

★
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

　
電
子
地
域
振
興
券
発
行
事
業

１
億
５
３
３
０
万
円

・
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
を
通
じ
、

参
加
店
舗
で
利
用
で
き
る
電
子
地

域
振
興
券
を
発
行
し
、
市
内
生
活

者
お
よ
び
事
業
者
の
支
援
等
に
要

す
る
経
費

 

経
済
部 

☆
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

２
９
０
０
万
円

・
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
社
内
教
育
や

計
画
策
定
等
の
体
制
整
備
お
よ
び

策
定
さ
れ
た
Ｄ
Ｘ
計
画
に
基
づ
い

た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
等
の
導
入
に

対
す
る
補
助
経
費

　
Ｄ
Ｘ
導
入
支
援
事
業
費
補
助
金

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

　
ま
で
の
債
務
負
担
行
為
限
度
額
　

２
８
０
０
万
円
　

 

保
健
福
祉
部 

★
住
民
税
非
課
税
世
帯
生
活
支
援

　
給
付
金
支
給
事
業９

億
４
２
６
４
万
円

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
生

活
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る

経
費

 
地
域
振
興
部 

★
自
治
公
民
館
空
調
機
等
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
促
進
事
業　

  

６
０
０
万
円

・
自
治
公
民
館
に
お
け
る
省
エ
ネ
性

能
が
高
い
エ
ア
コ
ン
、
照
明
器
具

へ
の
更
新
に
要
す
る
経
費
に
対
す

る
補
助
経
費

 

教
育
部 

☆
学
校
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
経
費

１
６
３
３
万
円

・
物
価
高
騰
等
の
た

め
例
年
以
上
の
値

上
げ
と
な
っ
た
学

校
給
食
に
お
け
る

牛
乳
の
値
上
げ
相

当
分
の
補
助
経
費

　
６
月
定
例
会
は
６
月
15
日
に
開

会
し
、
７
月
５
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。
補
正
予
算
４
件
、条
例
５
件
、

一
般
５
件
の
計
14
議
案
を
全
て
可

決
（
承
認
を
含
む
）
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
補
正
予
算
の
総
額

は
約
13
億
２
０
０
万
円
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
０
６
８
億
７
２
０
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
１・３
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
関
連

★
は
新
規
事
業

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

◎
通
常
分

 

農
林
水
産
部 

★
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上
事
業

　
１
６
２
７
万
円

・
麦
・
大
豆
の
生
産
性
向
上
に
必
要

な
営
農
技
術
等
の
導
入
を
行
う
農

業
者
の
組
織
す
る
団
体
等
に
対
す

る
補
助
経
費

★
麦
・
大
豆
機
械
導
入
対
策
事
業

５
９
２
８
万
円

・
麦
・
大
豆
の
生
産
拡
大
に
必
要
な

機
械
の
導
入
を
行
う
農
業
者
の
組

織
す
る
団
体
等
に
対
す
る
補
助
経

費

意

見

書

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

▼
佐
賀
駐
屯
地
（
仮
称
）
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る

意
見
書※

P
17
に
全
文
掲
載

　

条
例
等
の
主
な
も
の
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さが市議会だより第 81号（令和 5年 6月定例会）

議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 審議結果

令
和
５
年
度
補
正
予
算

43 一般会計補正予算（第２号） 補正額 9億 4,264 万円 全会一致で可決

44 一般会計補正予算（第３号） 補正額 3億 5,960 万円 賛成多数で可決

45 自動車運送事業会計補正予算（第１号）（市営バス）

全会一致
で可決

条
　
例

46 職員の特殊勤務手当に関する条例の改正
47 廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例の改正
48 市税条例の改正
49 ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の改正
50 子ども・子育て会議条例等の改正

一
　
般

51 市道路線の廃止 城内船津線ほか１路線
52 市道路線の認定 末次船津線ほか 16路線
53 西川副公民館新築（建築）工事請負契約の締結 株式会社富士建設
54 健康運動センター災害復旧工事請負契約の締結 栄城・田島特定建設工事共同企業体
55 専決処分（国民健康保険税条例の改正） 賛成多数で承認

56 専決処分（一般会計補正予算（第１号）） 全会一致で承認

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

さ…さが未来　市…市民共同　佐…佐賀みのりの会
（重田音彦議員は議長のため、採決に加わっていません）

会派等 自由民主党 緑楠自民 公明党 ネットワーク佐賀 自民清流 さ 市 佐

氏　名

福
井
　
章
司

川
副
龍
之
介

西
岡
　
義
広

嘉
村
　
弘
和

千
綿
　
正
明

江
頭
　
弘
美

堤
　
　
正
之

重
松
　
　
徹

松
永
　
幹
哉

永
渕
　
史
孝

宮
﨑
　
　
健

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

山
口
　
弘
展

実
松
　
尊
信

黒
田
　
利
人

中
野
　
茂
康

川
原
田
裕
明

村
岡
　
　
卓

中
村
　
宏
志

野
中
　
宣
明

中
島
　
妙
子

山
田
誠
一
郎

松
永
　
憲
明

久
米
　
勝
也

富
永
　
明
美

江
口
　
善
己

藤
田
　
佳
典

平
原
　
嘉
德

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

白
倉
　
和
子

山
下
　
明
子

諸
冨
八
千
代

第 44 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ● 〇
第 55 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ● 〇
佐 賀 駐 屯 地

（仮 称）の 設
置及び運営に
関する意見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 ● 〇

令和 5年度
補正予算

令和４年度の政務活動費の実績を７月 10日から公開しています
　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として会派（準会派を含む）に交付しています（令
和４年度約 1,680 万円）。佐賀市議会ホームページに過去 5 年間分の実績関係書類を自主公開してい
ます。トップページにある右側バナー「政務活動費」をクリックしてご覧ください。

会派別収支状況一覧表、
支出明細書、領収書など
を公開しています
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（質疑）この事業の内容はどういったものなのか。

（答弁）スマートフォンに佐賀市公式スーパーアプリ
をダウンロードし、マイナンバーカードを使ったＩＤ
登録を行っていただいた市民の方々に対し、電子地域
振興券2,500円分のポイントを最大4万名に付与す
る。

（質疑）この事業の募集方法はどうするのか。

（答弁）補助対象が自治会であることから、自治会協議
会を通じて、各単位自治会長会への周知や校区公民館
へのチラシ設置などを考えている。

（答弁）観光案内所などに設置している佐賀市バス路
線マップについて、外国語版のデータを作成する。作
成する言語は、英語、韓国語、中国語の3言語を予定し
ている。このことで路線バスを外国人旅行者の移動手
段として、認知向上を図り、市内の観光地などへの移
動に役立ててもらい、利用促進にもつなげたい。

（質疑）事業の内容に資料の作成とあるが、この資料作
成の内容と目的は。

（答弁）言語の決定には、佐賀市を訪れる外国人旅行者
の国籍と宿泊者の数を最も重視した。その統計では、
中国、韓国、台湾、香港からの旅行者が上位を占めてい
る。なお、本市内の在留外国人の国籍の内訳は、ベトナ
ムが一番多く、次いで中国、フィリピン、ネパール、韓
国の順と把握している。

（質疑）実際に住んで生活している外国籍の方々に対
応しなくていいのか。

（答弁）在留外国人も含めた市民の移動手段を確保す
るとともに、地域公共交通に不可欠なバスの利用促進
を図ることは、本市の交通政策上重要な使命であると
考える。そこで、ベトナム語を含めた他の言語の作成
に関しては、今回の事業とは別に今後検討したい。

（質疑）国の交付金を財源としているが、交付金が打ち
切られたら事業も終わるのか。こういう継続性のある
べき事業については、今後もやっていくべきではない
か。

（答弁）次年度以降も既存の制度を見直して、対応でき
るようにしていきたい。

（質疑）マイナンバー登録を必須条件とした理由は何
なのか。また、個人情報流出の危険性はないのか。

（答弁）マイナンバーカードは住民基本台帳と連動し
て、ＩＣチップ内の氏名などの4情報が最新の状態で
確認できるため。個人情報流出の原因は人為的ミスや
システムの不備による情報のひも付けの問題である。
今回の事業は4情報の確認のみを行い情報のひも付
けは行わないため、危険性はないと考える。

（答弁）市内企業のＤＸ先進事例を創出し、他企業に波
及させることにより、市内企業全体のＤＸ推進を図る
ことを目的に、昨年度から新規事業として取り組んで
いる。昨年度に3社を選定し、社員のＤＸに関する意
識の醸成や課題の洗い出しなどを行った。

議 案 等 質 疑

一般会計補正予算中　電子地域振興券発行事業一般会計補正予算中　総合交通対策事業

（質疑）昨年度の事業概要、現在までの経過、成果の説
明を。

（答弁）中小企業が様々な課題を解消しつつ、ＤＸを成
功させるためには、単なるシステムや機器導入による
業務の効率化にとどまらず、その先に何を実現したい
のか、経営者自らが戦略を明確に持ち、社内が一体と
なって取り組むことが最も重要と考えている。支援コ
ンサル事業者やデジタルツールなども活用しながら、
改革にチャレンジしていける環境を整えるとともに、
取組事例を市内企業にも共有しながら、ＤＸを推進し
たいと考えている中小企業を、この事業でしっかりと
サポートしたいと考えている。

（質疑）この事業自体がその成功事例を作るためのモ
デル事業と理解している。市がしっかりと舵取りをす
る必要があると思うが、途中経過の把握やチェックは
どうするのか。

（質疑）外国人向けのガイドは、どの言語に対応する必
要があるかのリサーチは行ったのか。また、在留外国
人の状況は調査したのか。

一般会計補正予算中　ＤＸ推進支援モデル事業

一般会計補正予算中　自治公民館空調機等
省エネルギー化促進事業
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さが市議会だより第 81号（令和 5年 6月定例会）

常
任
委
員
会

〔
質
問
〕
Ｄ
Ｘ
推
進
は
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
に

ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
を

と
っ
て
い
る
の
か
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を

進
め
る
上
で
Ｄ
Ｘ
推
進
課
が
全
体
的
な
把
握
を

し
、
指
導
的
役
割
を
担
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

〔
答
弁
〕
Ｄ
Ｘ
推
進
課
は
庁
内
外
で
Ｄ
Ｘ
関
連

業
務
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ

て
知
見
の
提
供
や
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進

課
が
主
体
と
な
っ
て
、
佐
賀
市
と
し
て
ど
の
よ

〔
質
問
〕
既
存
の
エ
ア
コ
ン
や
照
明
器
具
を
省

エ
ネ
機
器
に
入
れ
替
え
る
場
合
の
費
用
を
補
助

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
費
や
処
分
費
は
含

ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
コ
イ
ン
タ
イ
マ
ー
の
設

置
費
用
は
含
ま
れ
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
工
事
費
や
処
分
費
は
含
ま
れ
る
。
空

調
機
本
体
の
工
事
費
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、

コ
イ
ン
タ
イ
マ
ー
の
設
置
費
用
は
含
ま
れ
な

い
。

〔
質
問
〕
申
請
金
額
が
予
算
に
達
す
れ
ば
受
付

を
終
了
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
申
し
込
み
が
多

け
れ
ば
補
正
予
算
を
組
む
な
ど
し
て
対
応
す
べ

き
で
は
。

〔
答
弁
〕
問
い
合
わ
せ
を

含
ん
だ
今
ま
で
の
実
績

の
倍
の
件
数
を
見
込
ん

で
計
画
し
て
い
る
が
、

応
募
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

う
な
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
の
か
考
え
方
を
整

理
し
な
が
ら
、
市
全
体
で
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
意
見
〕
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
も
、
結
構
難
し
く

感
じ
る
部
分
が
あ
る
。
関
係
部
署
と
し
っ
か
り

と
連
携
を
と
っ
て
、
市
民
目
線
で
分
か
り
や
す

い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総　
　

務

同
予
算
中
、
自
治
公
民
館
空
調
機
等

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
促
進
事
業

健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〔
質
問
〕
入
札
が
ジ※
１
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
Ｊ

Ｖ
）の
１
者
の
み
だ
が
、何
ら
か
の
条
件
が
あ
っ

た
の
か
。

〔
答
弁
〕
予
定
価
格
が
１
億
円
を
超
え
る
管
工
事

で
あ
っ
た
た
め
、
佐
賀
県
の
建
設
工
事
共
同
企

業
体
取
扱
要
領
を
準
用
し
、
確
実
か
つ
安
定
し

た
技
術
力
を
伴
っ
た
工
事
の
履
行
が
見
込
め
る

Ｊ
Ｖ
を
資
格
要
件
と
し
た
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
ま

た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
改
正
後
に
限
度
額
超
過
世
帯
と
な
る

被
保
険
者
数
は
。

〔
答
弁
〕
改
正
後
の
限
度
額
超
過
世
帯
被
保
険

者
数
は
２
５
１
６
人
。
な
お
、
軽
減
対
象
被
保

険
者
数
は
２
万
３
４
３
８
人
で
、
改
正
前
と
比

較
し
３
０
６
人
の
増
加
と
な
る
。

〔
質
問
〕
専
決
処
分
と
な
っ
た
理
由
は
。

〔
答
弁
〕
国
に
よ
る
地
方
税
法
等
改
正
の
法
律

お
よ
び
政
令
の
公
布
日
が
３
月
31
日
で
施
行
日

が
４
月
１
日
で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
。
税

関
係
の
改
正
に
つ
い
て
は
市
長
会
等
を
通
じ

て
、
地
方
議
会
で
の
議
論
の
時
間
や
住
民
へ
の

周
知
期
間
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
改
正

の
時
期
に
つ
い
て
配
慮
の
要
望
を
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
接
種
費
用
の
負
担
は
。

〔
答
弁
〕
今
年
度
は
、
無
料
と
な
る
。

〔
質
問
〕
５
月
８
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
春
開

始
接
種
の
状
況
は
。

〔
答
弁
〕
６
月
25
日
ま
で
で
約
２
万
９
０
０
０

人
が
接
種
を
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
８
月
31
日

ま
で
で
５
万
人
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
可
能
か
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
か
ら
も
発
信
す

べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
感
染
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
年
齢
や
本
人
の
体
調
な
ど
も
あ
る
た
め
、

医
師
と
相
談
の
う
え
接
種
の
判
断
を
し
て
ほ
し

い
と
伝
え
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、

工
夫
を
し
な
が
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
バ
ス
安
全
装
置
の
設
置
率
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
と
比
べ
て
の
状
況
は
。

〔
答
弁
〕
７
月
９
日
ま
で
に
全
体
の
80
％
の
設

置
を
見
込
ん
で

い
る
。
設
置
率

全
国
１
位
の
石

川
県
が
77
・
９
％

で
あ
る
た
め
、

市
の
設
置
状
況

は
高
い
水
準
に

な
る
と
認
識
し

て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
ま

た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

佐
賀
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
Ｄ
Ｘ
推
進

経
費

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
経
費

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
中
、
保
育
所
等
送
迎
用
バ
ス
安
全
装
置

導
入
支
援
事
業

福
祉
教
育

※１　ジョイントベンチャー（ＪＶ）…複数の主体 (個人や企業、公的機関など )が共同で事業を行うこと。
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常
任
委
員
会

一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

同
予
算
中
、
Ｄ
Ｘ
導
入
支
援
事
業
費

補
助
金

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
藻
類
産
業

集
積
化
事
業

佐
賀
市
廃
棄
物
の
減
量
推
進
及
び
適

正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〔
質
問
〕
土
壌
診
断
の
件
数
が
増
え
て
い
な
い

が
、
利
用
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

〔
答
弁
〕
土
壌
診
断
で
き
る
機
関
の
情
報
等
を
、

農
家
に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
市
が
把
握
し
て
い
る
農
業
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
市
の
政
策
と
し
て
国
の
事
業
と
併

せ
て
実
施
し
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
佐
賀
市
の
農
業
に
は
全
国
統
一
的
な

技
術
と
は
別
に
地
域
性
が
あ
る
た
め
、
県
と
連

携
し
問
題
点
を
補
い
た
い
。

〔
意
見
〕
繰
越
し
の
件
数
が
多
く
な
っ
た
と
感

じ
る
。
事
業
の
年
度
内
完
了
の
見
込
み
が
あ
っ

た
か
ら
当
初
予
算
に
計
上
し
た
の
で
は
。
基
本

的
に
、
単
年
度
予
算
で
の
事
業
は
、
単
年
度
で

完
了
す
る
も
の
だ
。
相
手
方
と
の
調
整
等
に
時

間
を
要
し
た
等
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
理
解
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
予
算
計
上
す
る
前
に
、
あ
る
程
度
の
予
測
で

き
う
る
懸
念
事
項
を
解
消
し
て
お
け
ば
、
当
初

予
算
時
の
そ
の
ま
ま
の
額
を
丸
１
年
繰
越
す
事

業
が
出
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
特
定
の
部
局
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
単
年
度
で
事
業
を

完
了
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
注
意
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

〔
質
問
〕
野
口
２
号
線
と
野
口
３
号
線
の
隣
接

区
画
は
と
も
に
10
区
画
と
い
う
説
明
だ
っ
た

が
、２
本
の
路
線
の
間
に
５
区
画
あ
る
。こ
の
５

区
画
は
両
路
線
の
隣
接
区
画
と
し
て
重
複
し
て

数
え
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
両
路
線
に
接
道
し
て
い
る
５
区
画
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
隣
接
区
画
と
し
て
重
複
し
て
数
え

る
。

〔
質
問
〕
諸
富
町
と
三
瀬
地
区
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
用
の
指
定
ご
み
袋
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、今

ま
で
大
だ
っ
た
の
が
、今
後
は
中
と
極
小
に
変

更
と
な
る
。ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ご
み
は
多
い
と
思
う

が
、大
を
廃
止
す
る
理
由

は
。

〔
答
弁
〕
今
回
の
改
定
で

は
、
諸
富
町
と
三
瀬
地
区
以
外
の
佐
賀
市
の
区

域
の
指
定
袋
に
統
一
す
る
も
の
で
、
中
と
極
小

の
２
種
類
と
な
る
。

〔
質
問
〕
国
か
ら
の
交
付
金
が
終
了
す
る

２
０
２
７
年
度
以
降
の
研
究
費
は
ど
う
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
文
科
省
の
交
付
金
等
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
含
め
て
、
佐
賀
大
学
と
今
後
も

協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
市
内
の
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
体
制
が
ど
う

い
う
問
題
を
抱
え
て
、ど
う
い
う
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
か
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
Ｄ
Ｘ
に
関
し
て
事
業
者
や
金
融
機
関

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
、
課
題
意
識

は
非
常
に
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
補
助
率
を
１
０
０
％
と
し
て
い
る
が
、

全
額
の
補
助
が
本
当
に
必
要
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
国
の
交
付
金
が
活
用
で
き
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
り
、
計
画
策
定
段
階
で
は
費
用

対
効
果
が
分
か
ら
ず

不
安
が
大
き
い
経
営

者
が
多
い
。
最
初
の

時
点
で
は
手
厚
い
補

助
が
必
要
と
考
え
る
。

〔
質
問
〕
本
市
の
企
業

数
に
対
し
て
募
集
枠

10
社
は
少
な
過
ぎ
る
。

Ｄ
Ｘ
支
援
に
お
い
て
、

地
方
都
市
の
中
で
は

佐
賀
市
は
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
ベ
ン
ダ
ー
の
少
な
さ
等
、
支
援
体
制

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
を
中
長
期
的
に

進
め
る
に
は
、
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
掘
り

起
こ
し
や
事
業
者
内
で
の
人
材
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
単
発
の
支
援
で
は
な
く
、Ｄ
Ｘ
推
進
を

継
続
で
き
る
支
援
策
を
講
ず
る
の
が
本
来
の
在

り
方
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
持
続
可
能
な
支
援
策
を
検
討
し
、
他

機
関
と
も
協
働
し
な
が
ら
、
市
内
の
事
業
者
と

知
見
を
共
有
し
つ
つ
事
業
を
進
め
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

経
済
産
業

建
設
環
境

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、
米
政
策

推
進
支
援
事
業
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６
月
20
日
㈫

　
①
近
年
の
加
入
状
況
と
そ
の
要
因
は
②
未

加
入
世
帯
に
対
し
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使

用
に
制
限
を
か
け
る
な
ど
の
制
約
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
③
こ
う
い
っ
た
問
題
を
自
治

会
長
任
せ
に
せ
ず
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
す
べ

き
だ
と
思
う
が
④
今
後
、
加
入
促
進
に
向
け
て

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
①
市
は
昨
年
11
月
に
公
開
さ
れ
た
対
話
型

の
Ａ
Ｉ
で
あ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
②
全
国
の
各
自

治
体
が
こ
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
り
扱
い
を
検
討

中
だ
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

か
③
今
後
、
市
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
導
入

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
答
弁
　
①
令
和
元
年
度
以
降
の
自
治
会

の
加
入
世
帯
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
加

入
率
は
減
少
し
て
い
る
。
増
加
し
た
単
身

世
帯
の
加
入
が
進
ま
な
い
こ
と
が
要
因
と

考
え
る
②
自
治
会
の
判
断
に
よ
る
が
、
ま

ず
は
加
入
へ
の
理
解
を
求
め
る
よ
う
助
言

し
て
い
る
③
法
的
根
拠
や
近
年
の
訴
訟
の

事
例
等
も
踏
ま
え
、
未
加
入
世
帯
と
自
治

会
が
解
決
策
を
模
索
で
き
る
よ
う
、
双
方

に
寄
り
添
っ
た
助
言
に
努
め
た
い
④
自
治

会
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
加
入
促
進

に
係
る
事
例
を
調
査

し
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
都
市
戦

略
に
お
け
る
緑
化
推

進
に
つ
い
て
／
企
業

誘
致
に
つ
い
て

　
答
弁
　
①
人
口
減
少
に
伴
い
不
足
す
る

人
材
を
数
や
質
の
両
面
に
お
い
て
補
う
こ

と
が
で
き
、
業
務
時
間
の
短
縮
や
質
の

向
上
が
期
待
で
き
る
。
一
方
、
機
能
、
品

質
、
安
全
性
、
倫
理
的
な
問
題
、
権
利
の

侵
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
②
本
年
５
月
に

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
が
見
込
ま
れ
る
業
務

を
調
査
し
、
各
部
署
で
想
定
さ
れ
る
活
用

事
例
を
把
握
し
た
。
若
手
職
員
で
構
成
す

る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
創
出
検
討
部
会
で

研
究
す
る
予
定
で
あ
る
③
導
入
に
向
け
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
。

◆
そ
の
他
◆
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
社
会
の
取
り
組

み
は
／
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

　
①
今
後
の
方
針
は
②
構
想
は
図
書
館
内
部

の
み
な
の
か
③
書
別
で
は
な
い
エ
リ
ア
構
築

が
必
要
で
は
④
設
置
物
の
充
実
の
考
え
は
⑤

漫
画
コ
ー
ナ
ー
を
充
実
し
て
は
⑥
自
動
車
図

書
館
の
駅
訪
問
の
結
果
は
⑦
自
動
車
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
構
想
に
入
れ
る
考
え
は
⑧

開
館
時
間
の
変
更
の
可
能
性
は
。

　
答
弁
　
①
訪
れ
る
市
民
が
自
由
に
の
び

の
び
と
気
持
ち
の
良
い
時
間
を
過
ご
せ
る

場
所
づ
く
り
を
目
指
す
②
外
観
等
の
改
修

も
課
題
③
利
用
者
の
利
便
性
や
満
足
度
が

向
上
す
る
形
で
検
討
す
る
④
ゆ
っ
く
り
気

持
ち
の
良
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
重
要
⑤
さ
が
未
来
発
見
塾
の
高

校
生
に
問
い
か
け
る
⑥
昨
年
度
３
回
実

施
。
Ｐ
Ｒ
効
果
が
高
い
⑦
情
報
発
信
と
し

て
新
た
な
図
書
館
利
用
者
の
獲
得
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
⑧
効
率
的
な
運
営
手
法

や
運
営
体
制
等
の
検
討

に
あ
わ
せ
て
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
佐
賀
市
公

式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
／

神
野
公
園
再
整
備
／
市

の
情
報
発
信
強
化

一般質問

「市政 ここが 聞きたい」

議会動画配信

新
し
い
図
書
館
の

基
本
構
想
を
ひ
も
と
く

永な
が
ふ
ち渕　
史ふ
み
た
か孝

（
自
由
民
主
党
）

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に

真
剣
な
対
応
を
‼

福ふ
く
井い　
章し
ょ
う

司じ
（
自
由
民
主
党
）

自
治
会
へ
の

　
　

加
入
促
進
を
！

山や
ま
ぐ
ち口　

弘ひ
ろ
の
ぶ展

（
緑
楠
自
民
）



8

６
月
20
日
㈫

６
月
21
日
㈬

　
①
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
て
今

が
あ
る
。
こ
の
先
、
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

後
世
へ
の
継
承
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の

支
援
の
あ
り
方
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
②
県
外
へ
の
認
知
度
向
上
の
為
、
佐

賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
と
併
せ
て
の
Ｐ
Ｒ
は
相
乗

効
果
も
期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
。

　
答
弁
　
①
佐
賀
市
の
バ
ル
ー
ン
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
、
い
つ

の
間
に
か
停
滞
・
衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
バ
ル
ー
ン
を
活
用
し
た

様
々
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
、
重
要
と
考
え
て
い
る
②
バ
ル
ー

ナ
ー
ズ
の
活
躍
は
、
佐
賀
市
の
バ
ル
ー
ン

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
、
選
手
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
取
り
組
み
を
行

い
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
保
育
施
設

に
お
け
る
３
歳
児
以
上

の
主
食
持
参
に
つ
い
て

／
市
民
芸
術
祭
に
つ
い

て

　
視
覚
障
が
い
者
に
公
的
な
情
報
が
届
き
に

く
い
現
状
が
あ
る
。
①
音
声
コ
ー
ド
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
②
情
報
取
得
の
手
段
を
一

つ
で
も
増
や
す
た
め
に
も
、
上
下
水
道
だ
よ

り
等
で
導
入
し
て
い
る
音
声
コ
ー
ド
を
活
用

す
べ
き
③
音
声
コ
ー
ド
の
周
知
の
方
法
は
④

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
答
弁
　
①
文
字
情
報
を
二
次
元
コ
ー
ド

に
変
換
し
た
も
の
。
専
用
ア
プ
リ
等
で
音

声
に
変
換
で
き
る
②
音
声
に
よ
る
情
報
取

得
の
機
会
の
確
保
は
大
変
重
要
で
、
音
声

コ
ー
ド
の
普
及
は
必
要
で
あ
る
。
導
入
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
検
討
す
る
③
音
声
で
の

周
知
が
有
効
と
考
え
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
や

テ
レ
ビ
等
も
活
用
し
て
い
く
④
職
員
研
修

等
で
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
発
信

が
で
き
る
よ
う
理
解
を
深
め
る
。
全
市
民

が
市
か
ら
の
情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
。

◆
そ
の
他
◆
若
者
に

対
す
る
支
援
に
つ
い

て
／
マ
イ
ボ
ト
ル
等

を
利
用
で
き
る
給
水

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
に

つ
い
て

公
的
な
発
送
物
に

音
声
コ
ー
ド
の
活
用
を

中な
か
し
ま島　
妙た
え
子こ
（
公
明
党
）

　
発
達
障
が
い
児
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
社
会
全
体
で
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理

解
が
進
み
、
子
育
て
施
設
職
員
の
知
識
や
対

応
能
力
等
が
向
上
し
て
お
り
、
関
係
機
関
に

相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
た
め
、
増

加
す
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
深
刻
な

社
会
現
象
と
い
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

　
答
弁
　
こ
れ
か
ら
は
多
様
性
の
時
代
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
が
、
自
分
ら
し
く
輝
き
受
け
入
れ
ら

れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
特
に
、
発
達
障
が
い
児
に
対
す

る
支
援
の
充
実
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
尊
重

さ
れ
、
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
に

至
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
子
育
て
が
し
や
す

く
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

◆
そ
の
他
◆
松
原
公
園

整
備
事
業
に
つ
い
て
／

中
核
市
へ
の
移
行
に
つ

い
て

　
投
票
率
の
低
下
に
危
機
感
が
あ
り
、
市
民

の
声
を
聞
く
こ
と
が
政
治
参
画
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。①
昨
年
開
催
の
市
長
と
円
卓
ト
ー

ク
の
ね
ら
い
と
今
年
の
予
定
は
②
パ
パ
達
の

育
児
座
談
会
で
の
声
を
ど
う
生
か
す
か
③
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
周
知
と
活
用
は
④
市

長
の
考
え
る
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
と
は
。

　
答
弁
　
①
テ
ー
マ
を
決
め
て
市
長
自
ら

の
思
い
や
考
え
を
示
し
、
参
加
者
が
政
策

へ
の
理
解
を
深
め
、
同
じ
目
線
で
意
見
交

換
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。
今
年
度
も
４

回
実
施
予
定
で
テ
ー
マ
を
選
定
中
②
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
、

悩
み
を
共
有
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど

を
進
め
た
い
③
市
報
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
広
報
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見
等
を
実
施

機
関
で
検
討
し
て
意
思
決
定
を
行
う
④

自
身
の
思
い
や
考
え
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
生
の
声
を
大
切
に
し
て
政
策

を
実
行
す
る
こ
と
。

◆
そ
の
他
◆
図
書

館
政
策
に
つ
い
て

／
統
一
地
方
選
挙

を
振
り
返
っ
て

バ
ル
ー
ン
の
ま
ち

佐
賀
市
を
未
来
へ
！

富と
み
な
が永　

明あ
け

美み

発
達
障
が
い
に
対
す
る

市
長
の
見
解
は

江え

頭が
し
ら　
弘ひ
ろ
美み
（
自
由
民
主
党
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）

市
民
に
開
か
れ
た

市
政
と
は

諸も
ろ
ど
み冨
八や
ち
よ
千
代

音声コード活用例（上下水道だより）

（
佐
賀
み
の
り

の
会
）



9
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６
月
21
日
㈬

６
月
22
日
㈭

　
猛
暑
の
中
で
も
、
節
約
の
た
め
や
加
齢
に
よ

る
体
感
麻
痺
で
暑
さ
を
感
じ
な
い
た
め
空
調

機
を
使
用
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
①
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
の
実
態
は
②
熱
中
症
を
防
ぐ

た
め
、
身
近
な
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
を

猛
暑
時
に
避
難
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
と
位
置
付
け
る
考
え
は
。

　
①
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
組

推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）」
の
実
施
状
況
と
今

後
の
指
導
は
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
た

め
教
職
員
専
用
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
を
求

め
る
。

　
神
野
公
園
は
整
備
検
討
中
で
あ
る
が
①
子

ど
も
遊
園
地
は
低
年
齢
の
子
ど
も
の
た
め
に

整
備
充
実
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、
隣
接
す
る

交
通
公
園
も
老
朽
化
し
て
お
り
整
備
対
象
と

す
べ
き
で
は
②
現
状
で
も
駐
車
場
が
不
足
し

て
お
り
、
グ
リ
コ
工
場
跡
地
の
一
部
な
ど
新

た
な
駐
車
場
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
答
弁
　
①
令
和
４
年
は
特
に
猛
暑
日
が

多
く
救
急
搬
送
の
件
数
が
急
増
し
た
。
年

齢
区
分
別
で
は
高
齢
者
が
半
数
以
上
、
発

生
場
所
は
住
居
が
最
も
多
く
、
発
生
時
間

は
13
時
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
②
法
の
改
正
で

国
は
冷
房
を
備
え
た
公
共
施
設
、
商
業
施

設
等
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て

活
用
す
る
と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
夏
の

運
用
開
始
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。
情
報

を
共
有
し
、
各
部
署
で
で
き
る
取
り
組
み

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
保
険
証
／
医

療
的
ケ
ア
児
・
者
の
災

害
時
の
支
援
／
サ
ン

ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
開
設

後
の
現
状
と
課
題

　
答
弁
　
①
当
該
通
知
は
各
校
長
宛
に
送

付
し
、
教
員
会
議
等
で
討
議
や
教
員
へ
配

布
・
回
覧
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
配

布
・
回
覧
や
討
議
の
い
ず
れ
も
行
わ
な

か
っ
た
学
校
も
あ
り
問
題
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
も
働
き
方
改
革
を
進
め
る
よ
う

指
導
し
て
い
く
②
全
校
対
象
の
健
康
相
談

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
た
め
、
直
ち
に

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
専
門
的
な
知
識
等
を
持
つ
教
職
員
向

け
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
は
望
ま
し
い
。

ま
ず
は
国
、
県
に
対

し
、
配
置
時
間
増
を

要
望
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
教
員
や

指
導
員
等
の
欠
員
の

実
態
は

　
答
弁
　
①
こ
ど
も
遊
園
地
の
敷
地
の
拡

充
や
交
通
公
園
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、
再
整
備
検
討
委
員
会
の
議
論
の
中
で

一
体
的
に
検
討
し
た
い
②
ま
ず
は
地
権
者

で
あ
る
江
崎
グ
リ
コ
の
意
向
を
尊
重
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
の
場
所

の
重
要
性
か
ら
、
部
分
的
な
活
用
に
つ
い

て
相
談
で
き
な
い
か
引
き
続
き
情
報
収
集

等
を
行
い
た
い
。
同
時
に
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
駐
車
場
案
内
な
ど
、
駐
車
場
の
利

便
性
改
善
策
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
農
地
法
の

一
部
改
正
／
管
理
不
全

空
き
家
の
固
定
資
産
税

軽
減
措
置
対
象
除
外
／

幼
児
保
育
施
設
の
充
足

状
況

　
①
有
明
海
の
漁
場
改
善
の
た
め
の
市
と
県

の
事
業
は
②
ノ
リ
不
作
に
よ
る
漁
業
者
の
経

営
に
対
す
る
支
援
は
③
ノ
リ
が
不
作
と
な
っ

た
時
の
漁
業
者
へ
の
支
援
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
④
ノ
リ
の
消
費
拡
大
の
た
め
の
現
在

の
活
動
は
。

　
答
弁
　
①
本
市
で
は
２
か
所
の
み
お
筋

を
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
事
業
を
実
施
、
県
で

は
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
の
稚
貝
の
放
流
等
が
行

わ
れ
、
今
後
は
海
底
耕
う
ん
の
実
施
が
計

画
さ
れ
て
い
る
②
価
格
高
騰
、
栄
養
塩
低

下
対
策
の
経
費
お
よ
び
漁
業
者
の
借
り
入

れ
へ
の
支
援
を
実
施
し
た
③
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討

し
て
い
く
④
佐
賀
市
水
産
業
振
興
協
議
会

で
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
へ
の
出
展
等
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
妊
婦

を
対
象
と
し
た
新
ノ
リ

試
食
会
の
開
催
を
検
討

し
て
い
る
。
そ
の
他
、

都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

等
広
報
に
努
め
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
有
害
鳥
獣

対
策
に
つ
い
て

教
職
員
の
働
き
方

改
革
ま
っ
た
な
し
‼

松ま
つ
な
が永　
憲け
ん
め
い明

神
野
公
園
の
整
備

充
実
を
！

堤つ
つ
み　
　
正ま
さ
ゆ
き之

（
自
由
民
主
党
）

猛
暑
時
の
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー

山や
ま
し
た下　

明あ
き

子こ
（
市
民
共
同
）

有
明
海
漁
場
改
善
と

ノ
リ
消
費
拡
大
を
‼

山や
ま

田だ

誠せ
い
い
ち
ろ
う

一
郎

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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答
弁
　
①
国
の
制
度
や
市
の
事
業
を
活

用
し
た
支
援
を
継
続
し
つ
つ
、
先
進
的
な

事
例
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
た
い
②
無

防
備
、
無
関
心
に
よ
る
犯
罪
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
で
の
相
談
対
応

や
民
生
委
員
、
自
治
会
長
へ
の
情
報
発
信
、

生
活
安
全
課
と
連
携
し
た
啓
発
等
を
行
っ

て
い
る
③
今
後
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応

が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
民

間
企
業
を
含
め
地
域
の
取
り
組
み
を
広
げ

る
こ
と
が
必
要
④
会
話
を
文
字
化
す
る
ア

プ
リ
の
活
用
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
⑤
保
健
師

の
健
康
講
話
、
事
業
所

で
行
う
介
護
予
防
教
室

な
ど
で
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

６
月
22
日
㈭

６
月
23
日
㈮

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
悪
天
候
な

ど
で
早
め
の
開
所
が
必
要
、
ま
た
下
所
後
に

児
童
の
所
在
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
な
ど
、

校
区
内
在
住
の
指
導
員
で
あ
れ
ば
対
応
が
可

能
。
ま
た
指
導
員
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し

て
い
る
児
童
も
多
い
。
指
導
員
の
配
置
換
え

は
極
力
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

　
答
弁
　
経
験
豊
富
な
指
導
員
が
別
の
児

童
ク
ラ
ブ
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験

が
新
た
な
配
属
先
で
生
か
さ
れ
、
各
指
導

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
全
体
も
活
性
化

し
て
い
く
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
配
置
換
え
を
行
う
場
合

に
は
、
指
導
員
に
対
し
て
も
あ
ら
か
じ
め

聞
き
取
り
を
行
っ
た
う
え
で
、
配
属
先
を

決
め
て
い
る
。
よ
り
良
い
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
目
指
し
、
今
後

も
適
切
に
指
導
員
の
配

置
を
行
い
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
市
営
住
宅

に
つ
い
て

　

市
は
障
が
い
者
に
対
す
る
移
動
手
段
の

サ
ー
ビ
ス
に
数
多
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
交
付
を

行
っ
て
い
る
が
①
実
施
の
経
緯
と
助
成
金
額

の
推
移
は
②
利
用
者
の
声
は
③
こ
れ
ま
で
助

成
額
の
増
額
を
検
討
し
た
か
④
今
後
の
助
成

額
増
額
の
考
え
は
。

　
答
弁
　
①
生
活
圏
の
拡
大
お
よ
び
社
会

参
加
の
促
進
を
図
り
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
旧
佐
賀
市
で
昭
和
62

年
10
月
か
ら
開
始
。
開
始
時
か
ら
年
一
万

円
②
助
成
の
増
額
③
平
成
27
年
に
他
市
の

状
況
を
調
査
し
増
額
を
検
討
。
さ
ら
に
検

討
を
重
ね
平
成
30
年
、約
一
万
四
千
円
（
初

乗
り
料
金
×
24
枚
）に
増
額
と
現
行（
二
百

円
×
50
枚
）
の
場
合
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
約
七
割
が
現
行
制
度
が
よ
い
と
の
回

答
で
増
額
に
は
至
ら
な
か
っ
た
④
前
回
調

査
か
ら
年
数
も
経
過
し

社
会
情
勢
も
変
化
し
て

お
り
、
方
法
を
含
め
再

調
査
を
検
討
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
川
を
愛
す

る
週
間
に
つ
い
て

　
観
光
産
業
は
飲
食
や
宿
泊
、
お
土
産
の
購

入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
消
費
が
行
わ
れ

る
裾
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、
本
産
業
の
振

興
は
本
市
経
済
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
。
第

三
次
佐
賀
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
観
光

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
答
弁
　
次
期
総
合
計
画
の
成
果
目
標
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
の
観
光
の
強

み
と
弱
み
を
知
り
、「
売
り
」
と
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
見
出
し
て
、
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

お
よ
び
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
客

の
動
向
や
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
な
が
ら
、
本
市
が
目
指
す
べ
き
成

果
目
標
を
設
定
し
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ス
マ
ー
ト
街
な
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て

　
①
高
齢
者
の
見
守
り
は
、
企
業
団
体
等
と

の
新
た
な
連
携
・
推
進
を
②
防
犯
意
識
向
上

の
取
り
組
み
は
③
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
民

間
企
業
団
体
等
の
活
力
を
取
り
入
れ
る
べ
き

で
は
④
高
齢
化
に
伴
い
市
の
窓
口
に
お
い
て

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は
⑤
高
齢

者
の
熱
中
症
予
防
に
関
す
る
取
り
組
み
を
！

人
に
優
し
い
移
動

手
段
の
環
境
整
備
を
！

村む
ら
お
か岡　
　
卓た
か
し

（
公
明
党
）

指
導
員
配
置
の

考
え
方
を
問
う

御み

厨く
り
や　

洋ひ
ろ
ゆ
き行

（
自
民
清
流
）

超
高
齢
化
社
会
の
中

新
た
な
支
援
を

中な
か
む
ら村　

宏ひ
ろ

志し
（
公
明
党
）

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
検
討
を
！

稲い
な
葉ば　
嵩た
か
ひ
ろ広

（
自
由
民
主
党
）
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①
先
日
、
高
校
生
が
佐
賀
市
の
ク
リ
ー
ク
で

ア
ロ
ワ
ナ
を
捕
獲
し
た
記
事
が
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
が
、
外
来
魚
の
生
息
数
は
増
え
て
い
る

の
か
②
捕
獲
再
捕
獲
法
等
を
用
い
て
、
正
確
な

生
息
数
を
把
握
す
べ
き
と
思
う
が
③
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
外
来
魚
の
放
流
禁
止

を
啓
発
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
県
道
外
環
状
線
、
中
副
交
差
点
よ
り
沿
岸

道
路
久
保
田
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
道
路
拡
張
計

画
の
図
面
の
提
示
か
ら
10
年
目
。
歩
道
の
幅

が
１
㍍
弱
の
所
も
あ
り
児
童
・
生
徒
達
は
危

険
な
状
況
で
通
学
し
て
い
る
。
工
事
の
進
ま

な
い
理
由
は
。
今
後
の
事
業
内
容
や
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
①
聴
覚
理
解
力
と
読
解
力
の
格
差
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
②
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業
・
生
徒

へ
の
関
わ
り
方
は
ど
う
か
③
外
国
人
児
童
・

生
徒
の
受
け
入
れ
に
お
け
る
支
援
体
制
は
ど

う
か
④
多
言
語
学
習
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
⑤
教
育
交
流
授
業
の
内
容
・
魅
力
を
よ
り

広
く
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
①
市
内
に
は
外
来
魚
が
現
在
６

種
類
生
息
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

市
内
各
地
に
生
息
し
て
い
る
現
状
や
、
旺

盛
な
繁
殖
力
を
鑑
み
る
と
、
生
息
数
は
増

加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
②
人
員
体
制
や

調
査
期
間
等
を
考
慮
す
る
と
生
息
数
の
把

握
ま
で
は
難
し
い
が
、
今
後
、
市
民
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
調
査
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
調
査
手
法
を
含
め
て
改

め
て
検
討
し
た
い
③
販
売
店
か
ら
購
入
者

へ
の
啓
発
が
あ
れ
ば
効
果
的
で
あ
る
。
保

健
所
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

等
へ
の
周
知
を
行
い
た

い
。

◆
そ
の
他
◆
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
い
て

　
答
弁
　
用
地
交
渉
や
補
償
物
件
の
移

転
、
旧
久
保
田
支
所
の
移
転
に
関
す
る
調

整
、
軟
弱
地
盤
対
策
、
整
備
区
間
内
に
多

く
存
在
す
る
地
下
埋
設
管
に
つ
い
て
の
関

係
機
関
と
の
協
議
や
移
設
作
業
に
時
間
を

要
し
た
。
ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る
函
渠

や
水
路
の
付
け
替
え
な
ど
の
施
工
に
お
い

て
は
、
迂
回
路
に
よ
る
通
行
を
確
保
し
、

段
階
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
久

保
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
久
富
交
差
点
ま
で
の

具
体
的
な
整
備
計
画
は
県
か
ら
示
さ
れ
て

い
な
い
。
児
童
・
生
徒

の
通
学
な
ど
の
安
全
の

た
め
、
事
業
主
体
の
佐

賀
県
に
、
早
期
完
成
を

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
防
災
行
政

に
つ
い
て

　
答
弁
　
①
リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
の
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
会
話
を
重

視
し
た
授
業
が
重
要
と
考
え
て
い
る
②
英

語
の
音
声
・
表
現
指
導
の
ほ
か
、
自
国
の

文
化
の
紹
介
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
進
め

る
役
割
等
を
担
う
③
習
熟
度
に
応
じ
た
担

当
講
師
等
に
よ
る
日
本
語
指
導
の
ほ
か
、

巡
回
指
導
も
行
い
、
佐
賀
市
全
域
で
日
本

語
指
導
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
教
室
内
に
翻
訳
ア
プ
リ
を
搭

載
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
置
④
国
際
的
に

活
躍
す
る
人
材
育
成
の

た
め
に
は
、
大
変
重
要

と
考
え
て
い
る
⑤
周
知

方
法
に
関
し
て
、
関
係

者
等
と
意
見
交
換
し
、

検
討
し
た
い
。

　
駐
屯
地
工
事
に
つ
い
て
は
登
校
時
間
帯
は

運
搬
を
全
て
休
止
さ
れ
て
い
る
が
子
ど
も
が

交
通
事
故
に
遭
う
リ
ス
ク
は
登
校
時
よ
り
も

下
校
時
の
方
が
約
２・５
倍
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
運
搬
経
路
に
優
先
的
に
防
護
柵
又
は
仮
設

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
答
弁
　
防
衛
省
に
対
し
て
必
要
な
対
策

等
を
求
め
て
お
り
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
要
請
書
で
通
勤
・
通
学
時

間
に
お
け
る
土
砂
お
よ
び
資
材
の
運
搬
に

つ
い
て
は
行
わ
な
い
こ
と
を
言
及
し
て
い

る
。
ま
た
、
防
衛
省
が
主
体
と
な
り
関
係

機
関
で
構
成
さ
れ
た
意
見
交
換
の
場
を
設

置
し
た
上
で
、
安
全
対
策
等
の
協
議
を
行

う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
子
ど
も
の
通
学

時
の
安
全
が
十
分
に
確
保
で
き
る
よ
う
教

育
委
員
会
や
学
校
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
適
切
な
対

応
を
意
見
交
換
の
場
等
で

も
求
め
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
小
・
中
学
校

に
お
け
る
学
校
プ
ー
ル
の

在
り
方
に
つ
い
て

小
中
一
貫
校
思
斉
館

前
の
道
路
整
備
は

中な
か

野の　
茂し
げ
や
す康

（
緑
楠
自
民
）

外
来
魚
か
ら
佐
賀
市

を
守
れ
！

宮み
や
ざ
き﨑　

　
健た
け
し

（
自
由
民
主
党
）

子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
の
安
全
対
策

重し
げ
ま
つ松　

　
徹と
お
る

（
自
由
民
主
党
）

外
国
語
教
育
の
充
実

に
向
け
て

藤ふ
じ
田た　
佳よ
し
の
り典

６
月
23
日
㈮

６
月
26
日
㈪

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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答
弁
　
①
漁
協
の
協
議
会
臨
時
総
会
や

理
事
会
の
決
定
は
組
織
と
し
て
重
い
も
の

で
あ
り
、
市
は
そ
の
判
断
を
尊
重
し
た
い

②
今
回
の
視
察
で
確
認
し
た
運
用
状
況
等

は
今
後
市
政
の
参
考
に
し
た
い
。
運
用
面

に
関
し
て
は
今
後
も
情
報
提
供
を
求
め
た

い
③
防
衛
省
か
ら
は
個
別
の
工
事
説
明
会

に
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
民
に

対
す
る
丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
い
④
防
衛

省
が
主
体
と
な
り
、
関
係
市
町
、
道
路
管

理
者
、
警
察
等
で
構
成
さ
れ
た
意
見
交
換

の
場
が
必
要
と
考
え
る
⑤
隊
員
宿
舎
が
南

川
副
地
区
に
整
備
さ
れ
れ
ば
、
周
辺
エ
リ

ア
の
振
興
に

も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

６
月
26
日
㈪

６
月
27
日
㈫

　
広
く
市
民
の
声
を
市
政
に
生
か
す
こ
と
は

大
切
な
こ
と
と
考
え
る
。
①
市
民
の
意
見
を

聴
く
制
度
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
②
市
政
へ
の
提
言
・
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
利

用
状
況
は
③
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
現
状

と
問
題
点
は
④
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
等
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
今
後
の
活
用
は
。

　
答
弁
　
①
提
言
箱
等
で
の
「
市
政
へ
の

提
言
」、
市
民
モ
ニ
タ
ー
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
」、
政
策
等
策
定
の
際
市
民
の
意
見

を
聞
く
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」

等
の
３
制
度
②
Ｒ
４
年
度
の
実
績
は
提
言

３
５
９
件
、
モ
ニ
タ
ー
は
７
件
の
実
施
で

回
答
率
23
％
③
過
去
３
カ
年
の
意
見
は
20

件
中
５
件
。
市
報
で
の
早
め
の
広
報
は
困

難
だ
が
市
Ｈ
Ｐ
で
適
宜
告
知
し
て
い
る
。

今
後
早
期
に
周
知
し
た
い
④
ラ
イ
ン
や
市

報
等
を
活
用
し
適
切

に
発
信
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
空
き
家

の
整
備
と
活
用
を
／

携
帯
・
ス
マ
ホ
等
か
ら

子
ど
も
を
守
る

　
選
挙
運
動
に
多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
こ

と
で
、
選
挙
の
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
市
民

の
投
票
行
動
が
促
さ
れ
、
結
果
的
に
投
票
率

向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
何
か
の
役
職
を

市
な
ど
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
で
も
、
そ
の
職

務
上
の
地
位
を
利
用
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

選
挙
運
動
に
参
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
満
18
歳
以
上
の
有
権
者
で
あ
れ

ば
、
選
挙
運
動
期
間
中
は
自
由
に
選
挙
運

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
外
的
に
、

公
職
選
挙
法
で
は
、
例
え
ば
県
や
市
の
部

長
が
、
職
務
上
で
関
係
す
る
団
体
に
特
定

の
候
補
者
を
推
薦
す
る
よ
う
勧
め
る
な

ど
、
公
務
員
等
の
地
位
を
利
用
し
て
の
選

挙
運
動
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
職

務
に
関
係
す
る
法
令
等
に
規
定
が
あ
る
場

合
等
は
、
そ
の
行
為
の
態
様
、
状
況
等
を

総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

個
々
の
事
例
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
基
づ
き
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。

◆
そ
の
他
◆
排
水
対
策

基
本
計
画
に
つ
い
て

　
①
令
和
４
年
６
月
に
発
足
し
た
環
有
明
海

観
光
連
合
の
目
的
と
具
体
的
な
活
動
内
容
は

②
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
佐
賀
市
は

観
光
連
合
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
③
Ｂ

１
に
昇
格
す
る
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
の
ブ
ー
ス

タ
ー
の
拡
大
を
促
す
た
め
観
光
連
合
等
に
協

力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
①
有
明
海
周
辺
地
域
の
観
光
協

会
が
連
携
し
、
広
域
で
観
光
事
業
の
普
及

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
た
ほ
か
、
有
明
海
沿

岸
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の
清
掃

活
動
を
予
定
し
て
お
り
、今
後
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
活
動
範
囲
を
広
げ
て

い
く
見
込
み
②
観
光
は
広
域
で
取
り
組
む

と
効
果
が
高
い
と
考
え
る
た
め
、
情
報
共

有
や
連
携
を
し
て
い
き
た
い
③
県
域
を
越

え
た
交
流
の
場
で
の
Ｐ
Ｒ
は
大
き
な
効
果

が
見
込
め
る
。
今
後

も
効
果
的
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
ア
リ
ー
ナ
の
来
場

対
策
に
つ
い
て

　
①
防
衛
省
と
市
の
合
意
事
項
に
乖
離
し
て

い
る
部
分
は
な
い
か
②
市
長
の
木
更
津
駐
屯

地
視
察
の
感
想
は
③
建
設
工
事
に
特
化
し
た

説
明
会
開
催
を
防
衛
省
に
促
す
必
要
は
な
い

の
か
④
建
設
工
事
に
伴
う
騒
音
や
振
動
へ
の

協
議
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
⑤
隊
員
宿

舎
建
設
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
は
。

市
民
の
声
を
市
政
に

生
か
す
方
策
は
？

川か
わ
さ
き﨑　
健け
ん
二じ
（
自
由
民
主
党
）

自
衛
隊
佐
賀
駐
屯
地

の
建
設
を
検
証
す
る

江え

口ぐ
ち　

善よ
し

己み

市
民
の
選
挙
運
動
参
加

に
制
限
は
あ
る
か

西に
し
お
か岡　
真し
ん
い
ち一

（
自
民
清
流
）

環
有
明
海
観
光
連
合

と
の
連
携
は

川か
わ
そ
え副

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

（
自
由
民
主
党
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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広
域
防
災
フ
ロ
ー
ト
（
浮
体
式
防
災
基
地
）

は
、
平
常
時
は
工
事
資
材
の
台
船
な
ど
と
し

て
利
用
し
、
大
規
模
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

は
住
民
の
避
難
や
緊
急
物
資
の
輸
送
な
ど
、
災

害
復
旧
活
動
を
支
援
す
る
施
設
で
あ
る
。
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
て
お
り
、
船
舶
の
接
岸
や

復
旧
支
援
用
の
車
両
の
乗
り
入
れ
が
可
能
で
、

防
災
フ
ロ
ー
ト
は
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大

阪
湾
に
も
あ
る
が
、
外
洋
に
出
ら
れ
る
の
は
、

室
蘭
だ
け
。
建
設
費
は
約
11
億
円
で
、
維
持

管
理
費
は
年
間
約
５
０
０
万
円
。

　
平
成
12
年
３
月
の
有
珠
山
噴
火
を
契
機
に
、

平
成
15
年
12
月
に
室
蘭
市
が
建
設
。
平
成
22

年
７
月
に
国
有
化
さ
れ
、
同
年
９
月
に
室
蘭

市
と
北
海
道
開
発
局
が
締
結
し
た
「
災
害
時

に
お
け
る
広
域
防
災
フ
ロ
ー
ト
の
被
災
地
へ

の
派
遣
に
関
す
る
協
定
」
に
お
い
て
迅
速
な

派
遣
を
可
能
と
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震
災
で
は
被

災
地
支
援
の
た
め
、
岩
手
県
大
船
渡
港
、
福

島
県
相
馬
港
に
支
援
物
資
を
輸
送
し
、
引
き

続
き
相
馬
港
に
在
港
し
て
10
月
ま
で
臨
時
の

作
業
船
係
留
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　
広
域
防
災
フ
ロ
ー
ト
を
派
遣
す
る
際
に
は
、

海
上
保
安
部
、
運
輸
支
局
、
室
蘭
市
等
の
関

係
機
関
の
連
携
協
力
が
必
要
な
た
め
、
協
議

会
を
設
置
し
、
曳
船
手
配
や
物
資
・
資
機
材

６
月
27
日
㈫

６
月
28
日
㈬

　
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
不
足
に
つ

い
て
は
、
建
設
前
か
ら
不
安
視
さ
れ
て
い
た
。

①
駐
車
場
に
関
し
て
、
県
と
ど
の
よ
う
な
協

議
を
し
て
き
た
か
②
オ
ー
プ
ン
後
混
雑
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
③
駐
車
台
数
不
足
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
は
④
立
体
駐
車
場
を
造
る

べ
き
と
県
に
進
言
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
市
有
林
に
は
、
現
在
木
材
と
し
て
利
用
で

き
る
杉
・
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
と
聞
く
。
今
後
そ

の
材
木
を
使
っ
て
の
公
共
施
設
の
建
築
が
望

ま
れ
る
。
よ
っ
て
今
後
の
市
有
林
の
伐
採
計

画
・
利
用
計
画
を
長
期
的
に
立
て
る
必
要
を

感
じ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
答
弁
　
①
県
と
の
協
議
は
、
平
成
30
年

頃
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
当
時
は
施
設
利

用
者
以
外
の
駐
車
や
長
時
間
の
駐
車
が
課

題
で
あ
っ
た
②
付
近
の
国
道
で
は
大
き
な

交
通
渋
滞
は
見
ら
れ
ず
、
バ
ス
も
ス
ム
ー

ズ
に
運
行
し
て
い
た
が
、
高
架
下
の
交
差

点
で
は
一
時
的
に
混
雑
し
た
時
間
帯
も

あ
っ
た
③
基
本
的
に
利
用
者
の
駐
車
場
が

な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

や
歩
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
④
今
後
も
県
と
市
、
指

定
管
理
者
が
情
報
の

共
有
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。
立
体
駐

車
場
を
造
る
べ
き
と

い
う
提
言
に
つ
い
て

は
、
県
に
伝
え
た
い
。

　
答
弁
　
現
在
、
公
共
施
設
整
備
の
際
に

は
市
産
木
材
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
市
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
を

建
材
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
切
出
し
か

ら
利
用
す
る
ま
で
２
年
ほ
ど
か
か
る
。
そ

の
た
め
、
中
長
期
的
な
建
築
計
画
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
公
共

施
設
の
中
長
期
的
な
整
備
計
画
に
合
わ
せ

た
市
有
林
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
市
有
林
か
ら
産
出
さ
れ
る
木
材
を
含

め
、
市
産
木
材
の
有
効
活
用
に
努
め
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
鈴
木
新

副
市
長
に
所
見
を
聞

く
／
小
・
中
学
校
体

育
館
に
空
調
設
備
設

置
を

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ

周
辺
の
駐
車
場
不
足

平ひ
ら
ば
る原　

嘉よ
し
の
り德

（
自
民
清
流
）

市
有
林
の

利
用
促
進
を

黒く
ろ
田だ　
利と
し
人と
（
緑
楠
自
民
）

　
北
海
道
神
宮
は
、
札
幌
市
中
央
区
に
所
在

し
、
明
治
天
皇
が
北
海
道
に
「
開
拓
三
神
」
を

祀
る
よ
う
詔
を
出
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
当

時
、
札
幌
市
街
の
設
計
に
着
手
し
た
開
拓
判

官
・
島
義
勇
公
に
よ
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま

れ
一
方
は
平
野
に
開
け
て
い
る
円
山
の
地
に

社
殿
を
造
営
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
社

殿
前
の
一
角
に
は
島
義
勇
公
の
銅
像
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
に
は
開
拓
功
労

者
を
祀
る
開
拓
神
社
、
隣
接
す
る
円
山
公
園

に
は
島
判
官
紀
功
碑
が
あ
る
。

　
島
義
勇
公
は
、「
北
海
道
開
拓
の
父
」
と
称

え
ら
れ
道
民
に
親
し
ま
れ
、
北
海
道
神
宮
で

は
、
そ
の
業
績
を
た
た
え
て
、
命
日
の
４
月

13
日
に
は
毎
年
、
顕
彰
祭
が
開
か
れ
て
い
る
。

顕
彰
会
で
は
、
島
の
出
身
地
で
あ
る
佐
賀
と

の
交
流
だ
け
で
な
く
、
初
代
知
事
と
し
て
八

郎
潟
を
は
じ
め
と
し
た
干
拓
事
業
に
貢
献
し

た
こ
と
か
ら
秋
田
県
と

も
盛
ん
に
交
流
が
行
わ

れ
て
い
る
。
来
年
は
没

後
１
５
０
年
に
あ
た
る

た
め
、
神
宮
で
は
盛
大

な
祭
り
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
講
演
会

等
の
開
催
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。

の
調
達
運
搬
な
ど
の
実

施
計
画
を
協
議
す
る
と

と
も
に
、
派
遣
出
動
に

関
す
る
各
種
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
令
和
元

年
に
は
、
室
蘭
市
の
市

民
参
加
の
防
災
訓
練
で

も
活
用
さ
れ
た
。

視
察
報
告

５
月
９
日
（
火
）

５
月
10
日
（
水
）

視
察
者
８
名（
　
　
　
　
　
）

宮
﨑
、
富
永
、
藤
田
、
中
村
、
重
松
、

堤
、
江
頭
、
黒
田

室
蘭
港
湾
事
務
所
（
北
海
道
室
蘭
市
）

北
海
道
神
宮
（
北
海
道
札
幌
市
）

室蘭港湾事務所視察北海道神宮視察

総
務
委
員
会

◎
広
域
防
災
フ
ロ
ー
ト
に
つ
い
て

◎
島
義
勇
公
の
顕
彰
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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視
察
報
告

　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

は
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
受
け
た
福
島
県
の
浜
通
り
地
域
等
の

産
業
や
雇
用
を
回
復
す
る
た
め
に
、
新
た
な

産
業
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
先
端
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
確
立
や
I
C
T

や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
等
を
活
用
し
た
農
林
水
産

業
の
再
生
等
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体

化
に
加
え
、
産
業
集
積
の
実
現
、
教
育
・
人

材
育
成
、
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
構
想
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
同
構
想
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
た
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
R
T
F
）
は
、

無
人
航
空
機
や
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
大
開
発
実
証

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
各

種
環
境
試
験
が
実
施
可
能
で
あ
り
、
研
究
者

の
活
動
拠
点
と
し
て

研
究
室
を
備
え
て
い

る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
産

業
の
育
成
・
集
積
を

推
進
し
て
お
り
、
震

災
以
降
、
福
島
県
浜

通
り
地
域
等
に
71
社

の
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
開

　
福
山
市
で
は
、
福
山
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
再
生

が
課
題
と
し
て
あ
り
、
平
成
30
年
に
福
山
駅

前
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
。
福
山
駅
南

側
に
あ
る
中
央
公
園
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
の

一
つ
と
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創

出
に
向
け
、
P
a
r
k

−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
公
募
設

置
管
理
制
度
）
を
導
入
し
、
令
和
２
年
に
異

業
種
の
地
元
企
業
６
社
か
ら
な
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
事
業
者
に
選
定
し
た
。
こ
の
事
業

で
は
、
公
募
対
象
施
設
で
あ
る
ガ
ー
デ
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
整
備
、
特
定
公
園
施
設
の
あ
ず
ま

や
、
園
路
お
よ
び
植
栽
の
整
備
、
さ
ら
に
公

園
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
者
が
公
園
施
設
の
設
置
や
整
備
を
す
る

際
に
、
市
か
ら
の
出
資
は
な
く
、
ま
た
、
土

地
の
使
用
料
は
市
へ
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
市
の
費
用
負
担
は
、
あ
ず
ま
や
と
樹

木
の
整
備
後
の
買
取
費
用
で
、
予
め
価
格
面

の
条
件
を
明
示
し
て
い
た
が
、
実
際
の
整
備

費
用
よ
り
も
格
段
に
安

価
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

そ
の
１
／
２
は
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
。

整
備
さ
れ
た
施
設
は
、

ど
れ
も
公
園
全
体
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
井
市
で
は
、
市
の
幹
線
（
主
要
と
な
る

路
線
）
で
あ
る
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

と
山
交
バ
ス
（
民
間
バ
ス
会
社
）
に
対
す
る

支
線
（
幹
線
か
ら
分
か
れ
た
路
線
）
と
し
て

長
井
市
営
バ
ス
を
運
営
し
て
お
り
、
交
通
空

白
地
域
の
解
消
を
目
的
に
、
支
線
と
幹
線
の

接
続
強
化
に
よ
る
交
通
の
確
保
を
図
っ
て
い

る
。

　
市
営
バ
ス
の
利
用
拡
大
の
た
め
、
平
成
30

年
よ
り
１
か
月
１
０
０
０
円
で
乗
り
放
題
の

定
期
券
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
定

期
券
の
利
用
者
は
、
年
間
10
名
以
下
か
ら
バ

ス
利
用
者
の
6
割
が
利
用
す
る
ま
で
に
増
加

し
た
。

　
市
役
所
等
の
交
通
結
節
点
（
ハ
ブ
）
で
は

乗
換
可
能
な
バ
ス
が
同
時
に
並
ぶ
「
ら
く
ら

く
乗
換
」
を
実
施
し
、

高
齢
者
の
乗
り
換
え
に

対
す
る
不
安
の
解
消
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
営
バ
ス
の
路
線
上

に
バ
ス
停
以
外
に
も
乗

降
可
能
な
場
所
を
設
置

し
、
利
便
性
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
す
て
な
京
都
は
、
京
都
市
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
）
に
環
境
学

習
施
設
と
し
て
併
設
さ
れ
て
い
る
。

　
京
都
市
南
部
の
横
大
路
地
域
に
は
、
環
境

関
連
施
設
が
多
く
立
地
し
、
主
要
幹
線
道
路

が
集
中
し
て
い
る
が
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
の
改
善
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
平
成
19

年
３
月
、
横
大
路
地
域
の
住
民
と
京
都
市
で

ま
ち
づ
く
り
計
画
「
伏
見
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
地
域
住
民
の
要
望
と

し
て
、「
環
境
共
生
型
都
市
・
京
都
の
シ
ン
ボ

ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
地
区
と

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
」、「
開
か

れ
た
地
区
づ
く
り
と
気
軽
に
来
訪
で
き
る
空

間
づ
く
り
を
」
が
あ
り
、
環
境
学
習
施
設
で

あ
る
さ
す
て
な
京
都
を
整
備
し
た
。

　
さ
す
て
な
京
都
で
は
、
ご
み
処
理
に
要
す

る
大
規
模
な
施
設
を
間
近
で
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
、
見
学
ル
ー
ト
の
各
所
に
モ
ニ
タ
ー

や
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
最
先
端
の
環
境
技

術
を
学
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

幅
広
い
分
野
の
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

参
加
希
望
者
の
事
前

申
込
も
多
く
、
魅
力

溢
れ
る
環
境
学
習
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

発
事
業
者
が
新
規
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
、小
・

中
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
開

催
、
出
前
講
座
・
R
T
F
見
学
受
入
、
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
開
発
者
講
演
会
の
開
催
等
に
よ
り
、

次
世
代
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動
と
し
て

事
業
の
持
続
性
が
高
ま
る
こ
と
や
他
の
エ
リ

ア
へ
事
業
が
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

５
月
17
日
（
水
）

５
月
17
日
（
水
）

５
月
18
日
（
木
）

５
月
18
日
（
木
）

視
察
者
９
名（
　
　
　
　
　
）

視
察
者
８
名（
　
　
　
　
　
）

実
松
、
江
原
、
中
島
、
江
口
、
稲
葉
、

御
厨
、
松
永
幹
哉
、
千
綿
、
中
野

永
渕
、
久
米
、
山
田
、
平
原
、
山
口
、

川
原
田
、
嘉
村
、
西
岡
義
広

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
福
島
県
南
相
馬
市
）

広
島
県
福
山
市

山
形
県
長
井
市

京
都
府
京
都
市

福島ロボットテストフィールド視察

福山市視察

長井市視察

京都市視察

◎
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

に
つ
い
て

経
済
産
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

◎
長
井
市
営
バ
ス
に
つ
い
て

◎
中
央
公
園
P
a
r
k-

P
F
I
事
業
に
つ
い
て

◎
環
境
学
習
施
設「
さ
す
て
な
京
都
」に
つ
い
て
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さが市議会だより第 81号（令和 5年 6月定例会）

特
別
委
員
会

　
福
知
山
市
は
、
市
街
地
が
山
地
と
由
良
川
本

川
の
間
に
挟
ま
れ
た
低
平
地
に
位
置
し
て
お

り
、
地
盤
高
が
堤
防
高
に
比
べ
低
い
こ
と
や
、

宅
地
化
、
市
街
化
の
影
響
で
流
域
内
の
保
水

力
が
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、
水
害
が
頻
発
し

て
い
る
地
域
で
あ
る
。
平
成
26
年
８
月
に
は
、

福
知
山
市
街
地
を
中
心
に
観
測
以
来
最
大
の

２
日
間
で
３
３
５
㎜
も
の
集
中
的
な
降
雨
が

あ
り
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
被
害
を
受
け
、
福
知
山
河
川
国
道
事

務
所
と
京
都
府
、
福
知
山
市
は
、「
由
良
川
流

域
に
お
け
る
総
合
的
な
治
水
対
策
協
議
会
」

を
設
立
し
、
連
携
を
強
化
し
、
総
合
的
な
治

水
対
策
を
実
施
し
た
。
協
議
会
は
、
国
、
府
、

市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
て
対
策
し
て

お
り
、
福
知
山
市
の
役
割
と
し
て
、
排
水
ポ

ン
プ
の
増
強
や
流
域
全
体
に
お
け
る
貯
留
施

設
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
土
の
う
、
水
の
う
、
水
中
ポ
ン
プ

等
の
購
入
に
対
し
補

助
金
を
交
付
す
る
な

ど
の
各
戸
、
事
業
所

等
の
耐
水
化
や
雨
水

タ
ン
ク
な
ど
の
雨
水

貯
留
設
備
設
置
者
に

対
し
補
助
金
を
交
付

す
る
な
ど
各
戸
貯
留

　
広
島
市
は
、
中
心
市
街
地
が
太
田
川
の
デ

ル
タ
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
。
都
市
化
の
進

展
に
よ
り
空
き
地
が
減
少
し
た
こ
と
で
雨
水

の
浸
透
力
が
低
下
し
、
雨
水
が
一
気
に
下
水

道
管
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
り
、
局
所
的
な

豪
雨
に
対
応
で
き
ず
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。

　
被
害
の
解
消
に
向
け
て
、
雨
水
ポ
ン
プ
場

や
雨
水
幹
線
の
整
備
等
の
浸
水
対
策
を
進
め

て
い
る
。
一
方
で
、
浸
水
対
策
施
設
の
整
備

に
は
相
当
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
浸

水
（
内
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
公

表
や
止
水
板
設
置
補
助
金
の
交
付
な
ど
の
ソ

フ
ト
対
策
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
雨
水
幹
線
の
整
備
や

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
の
浸
水
対

策
の
概
要
や
止
水
板
設
置

補
助
金
制
度
、
浸
水
発
生

の
要
因
と
な
る
情
報
を
活

用
し
て
既
存
施
設
の
能
力

を
最
大
限
生
か
し
た
運
転

を
行
う
た
め
の
I
C
T

を
活
用
し
た
浸
水
対
策
施

設
運
用
支
援
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

の
促
進
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

６
月
６
日
（
火
）

６
月
７
日
（
水
）

京
都
府
福
知
山
市

広
島
県
広
島
市

福知山市視察

広島市視察

水
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

佐賀市議会　９月定例会のお知らせ
９月１日（金）午前10時開会（予定）

＊会期日程等については、開会日に正式決定し、ホー
ムページでお知らせします。

＊市内外のどなたでも傍聴することができます。車
椅子での傍聴もできますし、文字情報モニターや
補聴器もあります。

＊常任委員会や特別委員会も傍聴できますので、ぜ
ひおいでください。

　より分かりやすく、読みやすい議会だよりと
するために、感想や要望など自由なご意見をお
寄せください。郵送、FAX、またはメールで
お願いします。

〔送付先〕  
〒 840 － 8501 佐賀市栄町１－１
佐賀市議会事務局
FAX:（0952）25-5407
Email：gikai@city.saga.lg.jp

皆さんの声声をお寄せください！

〔
現
地
視
察
〕
佐
賀
市
排
水
対
策
基
本
計
画
の
「
施

設
の
新
設
・
改
良
」
の
事
業
で
あ
る
、
南
百
姓
樋

管
ポ
ン
プ
、
八
田
江
排
水
機
場
、
戊
辰
川
排
水
機

場
、
尼
寺
雨
水
ポ
ン
プ
場
で
現
地
視
察
を
行
い
、

市
お
よ
び
県
の
担
当
者
か
ら
現
状
の
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
庁
舎
で
執
行
部
と
の
質
疑
応
答
を

行
っ
た
。

〔
質
問
〕
南
百
姓
樋
管
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
、
有
明

海
の
満
潮
時
に
大
雨
が
降
っ
た
場
合
も
、
集
落
側

の
水
を
早
津
江
川
に
ポ
ン
プ
排
水
す
る
の
か
。

〔
回
答
〕
水
位
上
昇
に
反
応
し
て
自
動
的
に
ポ
ン

プ
で
排
水
を
行
う
が
、
満
潮
時
は
集
落
内
か
ら
河

川
へ
の
自
然
排
水
が
で
き
な
い
た
め
、
国
に
ポ
ン

プ
車
の
出
動
を
要
請
す
る
場
合
も
あ
る
。南百姓樋管ポンプ視察

４
月
14
日
開
催

◎
雨
水
貯
留
施
設
の
整
備
、
各
戸
の
耐
水
化
、

雨
水
貯
留
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

◎
I
C
T
を
活
用
し
た
浸
水
対
策
施
設
運

用
支
援
シ
ス
テ
ム
、
止
水
板
の
補
助
等
に

つ
い
て

行
政
視
察
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〔
現
地
視
察
〕
空
港
周
辺
に
位
置
す
る
２
カ
所

の
樋
門
を
視
察
し
、
排
水
の
現
状
を
確
認
し

た
。
最
も
近
い
ノ
リ
養
殖
漁
場
ま
で
の
距
離

は
約
２
０
０
㍍
と
非
常
に
近
く
、
排
水
の
水

質
管
理
が
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
。

　
千
葉
県
木
更
津
市
議
会
お
よ
び
陸
上
自
衛

隊
木
更
津
駐
屯
地
を
視
察
し
た
。

　
木
更
津
市
議
会
で
は
、
木
更
津
駐
屯
地
に

関
す
る
協
議
会
の
概
要
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
木
更
津
市
が
実
施

し
て
い
る
駐
屯
地
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地
で
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
概
要
お
よ
び
機
体
構
造
等
に
関
す

特
別
委
員
会

４
月
５
日
開
催

４
月
13
日
、
14
日

５
月
30
日
開
催

し
て
排
水
す
る
計
画
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
用
地
取
得
に
関
し
、
地
権
者
全
員
の

同
意
は
不
要
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
。

〔
答
弁
〕
駐
屯
地
予
定
地
の
登
記
名
義
人
で
あ

る
佐
賀
県
有
明
海
漁
協
と
売
買
契
約
を
締
結

し
て
お
り
、
漁
協
内
部
の
手
続
き
に
つ
い
て

問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
24
時
間
体
制
で
工
事
を
行
う
計
画
だ

が
、
な
ぜ
か
。

〔
答
弁
〕
島
し
ょ
防
衛
に
お
け
る
防
衛
能
力
の

構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
駐
屯
地
の
早

期
開
設
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
他
の
駐
屯

地
工
事
に
お
い
て
、
夜
間
に
作
業
を
実
施
し

た
事
例
も
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
作
業
を

実
施
す
る
が
、
地
域
住
民
へ
の
影
響
を
で
き

る
だ
け
低
減
す
る
よ
う
努
め
る
。

〔
質
問
〕
２
月
に
市
と
防
衛
省
で
合
意
さ
れ
た

事
項
の
中
に
「
工
事
期
間
を
含
め
て
周
辺
環

境
に
十
分
な
配
慮
を
行
う
」
と
あ
る
が
、
夜

間
に
工
事
車
両
が
頻
繁
に
住
宅
付
近
を
通
行

す
る
の
は
、
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
が
欠
け
て

お
り
、
夜
間
工
事
を
減
ら
す
工
夫
を
し
つ
つ

工
事
期
間
を
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

る
説
明
を
受
け
た
後
、
離
発
着
訓
練
の
様
子

を
視
察
し
、
機
体
が
発
す
る
騒
音
等
の
状
況

を
体
験
し
た
。

〔
参
考
人
招
致
〕
駐
屯
地
計
画
に
関
す
る
対
応

状
況
等
に
つ
い
て
、
九
州
防
衛
局
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

〔
参
考
人
説
明
〕
４
月
20
日
の
国
造
搦
60 

㌶
管

理
運
営
協
議
会
の
勉
強
会
で
、
駐
屯
地
整
備

に
伴
う
補
助
事
業
に
関
す
る
こ
と
お
よ
び
騒

音
対
策
、
排
水
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
実
施

し
た
。
５
月
15
日
に
佐
賀
県
有
明
海
漁
協
の

検
討
委
員
会
で
、
用
地
取
得
に
関
す
る
考
え

方
を
説
明
し
た
。
５
月
18
日
に
有
明
海
漁
協

南
川
副
支
所
と
協
定
書
を
締
結
後
、
有
明
海

漁
協
と
駐
屯
地
予
定
地
の
不
動
産
売
買
契
約

を
締
結
し
た
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
準
備
で

き
次
第
、
土
日
祝
日
を
含
め
て
24
時
間
体
制

で
作
業
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
交
通
安

全
対
策
と
し
て
工
事
場
所
出
入
口
に
交
通
誘

導
員
を
配
置
し
て
事
故
防
止
に
努
め
、
資
材

運
搬
時
は
経
路
を
適
時
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
排
水
対
策
と
し
て
、
工
事
区
域
内

に
降
っ
た
雨
水
を
仮
設
調
整
池
に
一
次
貯
留

し
、
濁
水
処
理
を
行
っ
た
後
、
流
量
を
調
整

木更津駐屯地視察 木更津市議会視察

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊

駐
屯
地
計
画
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

行
政
視
察
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〔
答
弁
〕
工
事
車
両
は
、
関
係
法
令
を
遵
守
し

て
運
用
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
昼
間

に
資
材
運
搬
を
行
い
、
周
辺
環
境
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
た
い
。

〔
執
行
部
説
明
〕
４
月
11
日
に
九
州
防
衛
局
に

対
し
、
地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
確
保
を

促
進
す
る
た
め
要
望
を
行
っ
た
。
５
月
17
日

に
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地
を
視
察
し
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
状
況
等
を
確
認
し
た
。

防
衛
省
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
お
よ
び
情

報
共
有
の
場
の
創
設
に
向
け
て
協
議
中
で
あ

り
、
月
１
回
程
度
定
期
的
に
開
催
予
定
で
あ

る
。

〔
質
問
〕
校
区
自
治
会
等
か
ら
住
民
説
明
会
の

開
催
を
要
望
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る

か
。

〔
答
弁
〕
防
衛
省
に
対
し
、
説
明
会
を
開
催
す

る
よ
う
求
め
て
い
く
。

〔
質
問
〕
防
衛
省
に
対
し
、
駐
屯
地
計
画
全
般

に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
よ
う
再

度
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
は
、
そ
の
都
度
防
衛
省
に
伝
達
し
て
お

り
、
今
後
も
市
民
に
対
し
真
摯
な
対
応
を
す

る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。

佐賀駐屯地（仮称）の設置及び運営に関する意見書
意見書第２号

佐賀駐屯地（仮称）の設置及び運営に関する意見書　

　九州佐賀国際空港隣接地への自衛隊駐屯地の設置計画については、最初に防衛省から佐賀県及び佐賀市に
対して、佐賀空港の自衛隊使用要請のあった平成 26 年７月から８年以上を経過した、昨年 11 月に佐賀県有
明海漁業協同組合が佐賀県との間で締結された「佐賀空港建設に関する公害防止協定覚書付属資料」を変更し、

「県は、佐賀空港を自衛隊と共用することができる」とする重い決断をされた。
　これを受け、佐賀空港の立地自治体である本市においても、慎重な検討を重ねた結果、今年２月に、懸念
される事項など８項目について、防衛省との合意確認をした上で、佐賀空港への自衛隊の受け入れをやむを
得ないとの苦渋の判断がなされた。
　その後、今年５月には、防衛省と整備予定地の地権者であった佐賀県有明海漁業協同組合との間で用地の
売買が成立し、現在、駐屯地施設の整備にかかる工事が始まっている状況である。
　佐賀駐屯地（仮称）の設置は、我が国の国防において重要であるのに加え、当該施設は、防災関連施設の
機能も有しており、地域の防災力向上への貢献が望まれる。さらに本市においては、経済の面を初めとした
地域の活性化に繋がることに期待する声も多い。
　また、一方では、設置工事期間から設置後の運用における生活環境や事業活動等への影響を懸念する声も
ある。
　これらのことに鑑み、佐賀駐屯地（仮称）の設置及びその後の運営にあたっては、下記の事項について留
意して取り組むよう強く要望する。

記

１　駐屯地施設の整備に係る工事においては、市民の生活環境や事業活動への影響に配慮した適切な措置を
講じること。

２　駐屯地施設の整備及び運営等における発注においては、地元企業を優先して活用すること。
３　佐賀駐屯地（仮称）を防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第９条に規定する特定防衛施設に

早期に指定すること。
４　駐屯地に配備される自衛隊は、地域社会との調和を図り、地域社会の発展と本市のまちづくりに貢献す

ること。

　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

　　令和５年６月 20 日
佐　賀　市　議　会

衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長
内 閣 総 理 大 臣
財 務 大 臣
防 衛 大 臣
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議会報告会を開催しました。ご参加ありがとうございました。
日時）令和 5 年 5 月 21 日（日）　１部全体会：14 時 00 分～ 14 時 45 分
　　　　　　　　　　　　　　　  ２部分科会：15 時 05 分～ 16 時 20 分
場所）メートプラザ佐賀　多目的ホール、多目的室、視聴覚室、大会議室

議会の取り組みを紹介しました。
・佐賀市議会の概要
・さが市議会だよりの紹介
・当初予算の概要
・常任委員会の紹介・報告
・議会トピックス等
議会の取り組みに関する質疑応
答の時間も設け、たくさんのご
意見をいただきました。

総務、福祉教育、経済産業、建設環境の４つの常任委員会ごとに、委員で話し合っ
て決めたテーマについて、資料を使って説明しました。その後、参加者の皆様
から多くのご意見やご質問をいただき、意見交換をすることができました。い
ただいたご意見の中には、さっそく６月定例会の一般質問に取り上げられ、住
民の声として市に届けられたものもありました。

総務委員会「これからのまちづくり協議会について」

福祉教育委員会「学校部活動の地域移行について」

経済産業委員会「佐賀市の経済対策と農業政策 !!」

建設環境委員会「さがしのゴミ出しについて」

冒頭、重田音彦議長があいさつをしている様子

１部全体会

２部分科会

参加者
35名

参加者
16名

参加者
10名

参加者
7名

参加者
9名
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令和 5年度　議会報告会
「議員と語ろう！～佐賀市の今とこれから～」

　議会報告会は、議会広報広聴委員会
が主体となって開催しています。今年
も議会広報広聴委員を中心に、議会全
体で役割分担をして準備を行いました。
来年度も議会報告会で多くの市民の皆
様とお会いできることを楽しみにして
います。

　「佐賀市議会基本条例」は、議会報告会の開催を義務付け
ています。　

佐賀市議会基本条例
第 6 条第 4 項　議会は、議会及び議員の政策形成能力を強
化するとともに、政策提案の拡大を図るために、議員の全部
又は一部と市民等との意見交換の場を設けることができる。
第 8 条　議会は、議会活動の報告の場として、議会報告会を
行うものとする。

〇若者が参加するのは少し難しいだろうと感じました。これ
からをメインで担う若者の意見をもっと出せるような工夫や
取り組みが必要ではないかと思います。（20 代）
〇思っていたより来場者が少ないと感じました。分科会では、
他の地域も同じ課題があることを改めて知りました。（50 代）
〇もう少し身近に意見交換の場があることを希望します。市
議会との交流もハードルが低いことが分かって良かったです。

（50 代）
〇まちづくりの課題や要望は出されたけど、まちづくり協議
会のあり方について意見交換が足りなかったと思います。で
も、こういう話し合いの場は大事だと思います。（50 代）
〇議会のことを知るよい機会となりました。休日に開催して
いただき、ありがとうございました。（50 代）
〇初めて参加しましたが、参加者が少ないのに驚きました。
せっかくの市政についての市民との触れ合いの場ですので、
開催について、もう少し市民が参加したいという動機作りに
工夫が必要ではないかと感じました。（70 代）

資料の印刷・製本

受け付けの準備

横断歩道での交通整理

↑当日の資料はこちらからご覧いただけます

議会報告会の目的

議会報告会に対する感想やご意見（参加者アンケートより）

課題と今後に向けての取り組み
課題
・参加者が少なかった。
・参加者アンケートで、「自

分の意見を伝えることが
できた、どちらかといえ
ばできた」と回答した方
が全体の約 4 割だった。

今後に向けて
・より多くの市民の方に来 

ていただき、意見交換を
充実させる工夫をします。

・いただいたご意見を政策
提言に生かす取り組みも
行ってまいります。
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　市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
政
の
振
興
に
寄
与
し
た

功
績
に
よ
り
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
佐
賀
市
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

問い合わせ（議会事務局）電話４０－７３１０　FAX ２５－５４０７  E-mail:gikai@city.saga.lg.jp

　「これまで経験したことの
ない」という枕詞が常套句に
なりつつある大雨被害が毎
年続きます。今年もまた市内
で土砂災害や浸水の被害が
発生しました。被災された皆
様には心からお見舞い申し
上げます。内外から支援ボラ
ンティアに参加頂いた方々
にも感謝と敬意を捧げます。

　猛暑の下、台風シーズンの
到来で防災、減災、災害支援
について考える機会が続き
ます。身の回りの危険箇所
チェック、水、食糧、簡易トイ
レなど日頃のちょっとした
備えの積み重ねがきっとあ
なたを守ります。
　１日開会の９月定例会で
も知恵を出し合い議論を深
めたいものです。

（山下明子）

議会通信簿

森　かおりさん（末広）

佐賀北高等学校
芸術科書道専攻　３年

～表紙題字の作者紹介～

齊藤　彩菜さん
さい とう あや　な

書道を通して少しでも
日本の文化の良さを伝
えることができるよう
に海外で書道を教えた
いです。

〔将来の夢〕

流れのある行草を生かして、文字のバ
ランスや勢いを意識しながら書き上げ
ました。

〔題字〕

Q：佐賀市の自慢・良いところは？
A：11月に行われるバルーンフェスタは、
　　佐賀市の自慢のイベントです。佐賀平野
　　に舞う色とりどりのバルーンに魅了され
　　ます。

Q：佐賀市のこうなったらいいなぁというところは？
A：  SAGAアリーナがオープンしました！食事をする所、宿泊す
　　る所も充実させて、みんなが "来てよかった "と思ってくださ
　　るよう、取り組んでいただきたいです。

Q：「議会だより」読んでますか？
A： 読んでいます。

Q：佐賀市議会に対する 5段階評価は？

もり

よ
く
で
き

ま
し
た

編 集 後 記
私が書きました !!

〇
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

〇
佐
賀
市
表
彰

議
員
在
職
35
年

西

　岡

　義

　広

　議
員

〔
市
議
会
議
員   

35 

年
11
か
月
〕

議
員
在
職
30
年

嘉

　村

　弘

　和

　議
員

〔
市
議
会
議
員  

30
年
２
か
月
〕

議
員
在
職
20
年

江

　頭

　弘

　美

　議
員

町
議
会
議
員
６
年
５
か
月

市
議
会
議
員
17
年
７
か
月

〔

〕※

※町議会議員としての在職年数は
　全国市議会議長会表彰規程により
　２分の１に換算されます。

左から嘉村弘和議員、重田音彦議長、
西岡義広議員、江頭弘美議員

お
く
や
み

　
白
倉
和
子
議
員
（
74
歳
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
５

年
７
月
11
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
委
員
会
委
員
、
文
教
福
祉
委
員
会
委
員
、
佐
賀
中
部

広
域
連
合
議
会
議
員
、
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
市
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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